
『
我
此
土
安
穏
天
人
常
住
満
』
の
妙
土
妙
境
な
り
。
我
等

は
此
の
妙
園
土
に
久
遠
本
偽
な
る
世
父
の
寵
児
ご
し

τ生

れ
た
り
。
嵯
幸
中
の
幸
、
喜
中
の
喜
ご
言
は
ぎ
る
可
か
ら

ず
。
「
妙
ど
は
蘇
生
の
義
弘
』
ご
の
空
前
絶
後
の
単
一
組
の
大

鋸
案
は
、
我
等
が
胸
中
迷
雲
を
摘
除
し
て
天
の
朗
月
を
望

む
の
喜
悦
を
奥
へ
給
へ
り
o
ハ終）

偶

感

1司

生

f] 

弘
安
四
年
に
大
元
蒙
古
闘
よ
り
我
聞
に
襲
来
す
る
じ
及

ん
で
、
宇
津
宮
捕
三
郎
貞
綱
、
議
ね
て
宗
姐
が
時
の
賂
軍

惟
康
親
王
の
懇
請
仁
依
℃
奥
へ
ら
れ
た
ご
一
五
ふ
入
大
龍
王

日
月
両
面
の
旗
憂
羅
を
陣
頭
に
献
し
、
筑
紫
の
地
に
至
れ

ば
旗
面
所
固
の
紳
威
仁
依
b
、
忽
仁
大
風
起
て
逐
仁
蒙
古

の
大
軍
を
海
中
に
敗
渡
せ
し
め
た
さ
云
ム
（
剛
二
四
四
メ
己

下
）
今
就
之
一
言
旗
面
戚
臆
仁
閉
す
る
愚
見
を
、
史
宵
及

信
仰
的
の
二
方
面
よ
り
遮
ぺ
て
見
た
い
さ
息
ふ
。

借
宗
組
御
一
代
如
来
所
遣
行
如
来
事
の
法
華
弘
通
は
、

末
法
化
境
の
通
規
氏
従
ひ
、
通
じ

τ、
折
伏
迫
化
で
あ
っ

た
事
は
誰
し
も
異
論
の
無
い
事
で
あ
る
ご
思
ム
。
然
る
に

折
伏
を
分
て
敢
行
二
門
ご
し
、
時
に
随
て
弘
誌
の
轍
を
異

に
す
る
事
が
あ
る
。
即
も
（
這
十
四
、
五
O
メ
締
九
四
八
〕
云
此
四

菩
薩
現
ニ
折
伏
－
時
成
ニ
賢
王
－
誠
二
責
思
王
一
行
ニ
橋
受
－
時
成

－
一
事
借
一
弘
ニ
持
正
法
三
五
々
－
ご
一
五
ふ
が
如
き
其
で
あ
る
。

宗
祖
が
四
ケ
格
言
を
絶
叫
し
て
、
凡
夫
の
遺
情
を
打
破
し
‘

忍
難
不
自
惜
身
命
の
弘
通
は
、
此
れ
教
門
に
約
す
る
の
で

あ
っ
℃
‘
本
化
折
伏
中
の
揖
受
即
も
翠
借
の
格
を
以
て
せ

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
満
天
下
悪
鬼
入
其
身
遂
に
惑

ひ
て
拾
邪
鯖
荒
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
其
慮
”
て
本
化

地
捕
の
菩
薩
が
惟
ふ
に
、
寧
ろ
閑
土
に
険
を
起
し
て
之
れ

を
暁
一
畳
せ
ん
に
は
ご
。
即
も
数
々
天
鑓
地
夫
自
界
反
逆
の

難
等
を
以
で
し
た
け
れ
ざ
も
、
依
然
驚
畳
の
色
が
見
え
－
な

か
っ
た
。
地
涌
の
大
士
遂
に
憤
て
、
隣
閣
の
王
身
に
入
b

闘
士
の
誘
法
を
誠
責
し
た
。
即
も
蒙
古
の
大
王
賢
王
ご
顕

れ
て
、
邸
主
を
誠
賞
し
た
の
で
あ
っ
て
、
比
れ
は
行
門
じ

約
す
る
本
化
折
伏
中
の
折
伏
、
正
に
万
杖
を
執
持
し
て
誘

法
の
輩
を
暁
骸
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
之
れ
を
思
ふ
て
見
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る
仁
．
吾
組
は
内
仁
型
組
と
な
っ
て
法
理
を
料
明
し
、
災

源
を
論
じ
、
誘
法
を
誠
め
、
正
法
正
理
を
弘
持
せ
ら
れ
た
。

然
る
に
世
皐
て
此
れ
を
用
ひ
な
い
の
、
て
．
他
の
地
涌
の
菩

薩
忽
ち
賢
王
ご
な
つ
℃
刀
杖
執
持
の
折
伏
を
頴
さ
れ
た
。

比
即
本
化
地
捕
の
菩
薩
内
外
呼
怒
し
て
大
牟
尼
舎
の
協
摘

を
奉
じ
た
の
で
あ
る
む
き
れ
ば
、
愚
王
誠
責
等
は
全
〈
地

涌
菩
薩
の
作
埼
で
あ
っ
て
、
故
に
宇
持
宮
貞
網
が
旗
且
望
茶

羅
を
陣
顧
に
献
し
、
需
に
戚
紳
の
力
能
〈
大
軍
を
防

rz

見
る
も
、
叉
専
ら
本
化
地
涌
の
自
由
構
内
に
在
る
事
で
、

又
食
然
の
事
ご
思
は
ね
ば
争
ら
争
い
。
斯
の
如
〈
越
ぺ
て

来
た
げ
れ
ざ
も
、
此
等
以
要
す
る
に
純
信
仰
的
理
論
上
よ

b
詣
ひ
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
何
と
・
由
か
れ
ば
宗
組
事

人
の
遺
文
及
嘗
代
の
凶
史
に
、
未
だ
旗
旦
自
民
茶
羅
を
以
て
蒙

古
の
軍
勢
を
制
退
治
し
た
ず
」
云
ム
事
は
全
く
接
見
し
争
い
の

刊
で
あ
る
。
乍
然
蒙
古
襲
来
の
時
に
嘗
て
、
宗
純
は
但
L
q

日

本
閥
民
ど
し
て
蒙
古
に
卦
す
る
我
閣
の
戦
勝
を
祈
ら
れ
た

ご
一
エ
ム
事
丈
は
推
坦
に
難
か
ら
ぎ
る
事
で
あ
る
。
然
れ
ご

も
白
川
組
が
公
古
襲
来
の
十
引
を
党
蒋
諸
天
に
命
じ
た
ど
あ
っ

て
は
幾
分
の
税
弊
が
有
り
は
せ
ぬ
か
さ
思
F
F
。
故
に
唯
高

民
の
戦
勝
祈
念
ご
宗
祖
の
新
藤
功
力
ご
に
依
で
紳
悌
戚
臨

冥
合
し
て
、
秋
風
俄
に
起
h
彼
軍
蓬
仁
滅
己
に
節
し
た
ど

云
ム
方
が
穏
嘗
で
は
有
る
ま
い
敗
。
況
や
宗
祖
が
或
書
に

蒙
古
の
軍
舶
沈
浅
の
事
を
聞
乙
召
さ
れ
て
、
き
れ
ば
常
の

秋
風
仁
依
で
き
る
事
に
な
り
し
か
ご
仰
せ
ら
れ
て
在
る
仁

於
て
は
備
更
の
事
で
あ
る
。
上
来
結
す
る
に
、

A
寸
信
仰
門

に
約
し
て
は
、
宗
組
を
以
て
の
故
仁
、
能
〈
諌
言
も
せ
ら

れ
叉
議
言
通
中
の
際
に
は
、
本
化
の
力
を
以
て
能
〈
彼
軍

を
拍
也
知
す
ゐ
事
ち
自
由
で
あ
ら
う
。
但
－
し
か
～
寅
よ
り
見
れ

ば
、
秋
風
仁
依

τ敗
軍
む
減
せ
し
め
た
事
は
有
る
も
、
未

だ
車
も
に
旗
昆
茶
羅
に
依
て
退
治
・
し
た
ご
云
ム
事
は
、
研

究
の
傍
地
あ
る
卒
、
で
は
あ
る
ま
い
か
。
余
輩
量
茶
羅
争
ん

ざ
の
事
を
議
す
る
は
甚

r畏
机
多
い
事
情
で
あ
る
け
れ
ざ
も

研
問
中
の
矯
め
痴
論
を
呈
す
。
浅
間
中
不
敏
の
致
す
一
服
読
者
孝

に
之
を
鯨
せ
よ
。

宮出
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